
話題提供①中小企業者の取組紹介

「我が社の『エコアクション２１』
その取組みと効用」

２０１９年２月１４日

株式会社仁張工作所

代表取締役仁張正之



株式会社
仁張工作所
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• 本 社 大阪府東大阪市水走3-14-6 ・創 業 昭和３９年１０月１日

• 資 本 金 ２,５００万円 ・社 員 数 １０５名（うちﾊﾟｰﾄ１４名）

• 年 商 ２１.３億（2018年） ・URL http://www.nimbari.co.jp

「板金加工の
専門家集団」



サプライヤー

精密板金部材や
サブキット化され
た半完成品を供
給

OEM供給

商社やメーカーな
どの顧客カタログ
製品の製造担当と
して完成品を供給

オーダーメイド
スチール製品

大手オフィス家具
メーカーのカタロ
グにない特型・別
注仕様をはじめ、
物件対応が可能

オリジナル製品

オーダーメイドス
チール製品の供
給実績から、オリ
ジナル製品として
立ち上がった製品
ラインナップ

現在の製品カテゴリー現在の製品カテゴリー



納入事例 消防署様

「防火衣ロッカー」







モノづくりの特徴
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『エコアクション２１』との関わり

2004年11月エコアクション２１〔注1〕認証取得
（認証・登録番号0000049）

〔注１〕環境省が定めた環境経営システム、環境への取り組み、

報告のガイドライン

自社の環境方針策定
・事業活動において環境負荷があることを認識する

・継続的改善に取組み持続可能な経済社会実現へ
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中小企業の持続可能な生産・消費の取組み

エコアクション２１ガイドライン(２００９）の求める所
１．環境への負荷の自己チェック

２．環境への取組の自己チェック

３．環境経営システム

４．環境活動レポート
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「環境」を改善する・・・？
(１４年取組んで気づいたこと）

直接的に捉えると続かない
１年目は大きな効果が出たが続かない
「もうやれることはやった・・」

経営活動の成果と捉える
『品質がよくなれば、環境にも優しくなる』
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取組み事例

改善活動
3R（Reduce〔減らす〕・Reuse〔繰り返し使う〕・

Recycle〔分別再資源化〕）
3S活動〔整理・整頓・清掃〕
啓蒙･意識付け
設備更新時
その他
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木材・シンナー（処分費用がかかっていたものを見直す）

鋼材のゲタ
返せる分は仕入先へ
残った分は一時保管
します

バラして、省スペー
スで保管。
使用時もすぐに使
えて一石二鳥です

１．パレット（木材）の廃棄→薪ストーブの燃料化

２．使用済みシンナーを廃棄→リサイクル
いままでは塗装場で出た使用済みのシンナーは、産業廃棄物として処分していました。
処分業者の選定を改めて行い、再利用して使ってくれる会社へと売却することにしました。



デマンド監視装置の導入と活用

デマンド機
・デマンド監視システムの導入
電気使用状況で現在のデマンド値
がどれくらいか、見える化出来ます。
また、数分後の予測表示や、一定
水準を超えたら自動で警告すること
ができます。
設定値を超えないよう総務が、不要
な電気を切るなど呼びかけを実施。
電気基本料金は年間のピークのデマ
ンドで算出されるので、ここを抑える
事で年間を通じで料金を下げること
が可能です。



費用がかからない、日常の取り組みや意識付け

・分別回収

・ POPによる意識づけ

・自転車利用

・空調機フィルター社内一斉掃除

・美化活動、etc…



製品の作り込みによる工夫
一見して普通のロッカーですが、製品の角部分
にわざと切り欠きを設けています。
塗装前の製品を洗浄する時に、この穴があるこ
とで洗浄水が箱部分のなかで滞留せずに落ちて
ゆきます。
この穴がなければ、製品の中にたまった水を乾
燥させる乾燥時間も長くなります。
乾燥窯はガスで温めているので、余計なガスが
必要になります。
自分たちの作っている製品を深く知り、社内の
各工程で困っている事や気付きを改善する事で、
無駄なエネルギーを使わないでよくなりました。



繰り返し使う
ウエスは、汚れ具合で再使用

仕上工程（製品のホコリ、乾拭きなど） 機械の清掃 床清掃（あらゆるヨゴレ。廃棄）

部品入荷時のダンボールは、緩衝材として
使ってから再資源へ

工場内で主に使う緩衝材は、繰り返し使える毛布やフェルトなどです。



設備の更新・維持・投資
（初期費用はかかるが経年効果は大）

・社屋屋根の遮熱塗装実施

・照明器具LED化

・太陽光ソーラーパネル
（三和工場:2014-）



全社IT化に向けての取り組み
（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ活用によるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化）
全社的にIT化を進め、紙の使用量を減らす取り組みを行いました。
2015年3月より4ヶ月かけて図面や作業標準書をデータベース化しました。
又、生産管理システムと連携させることで作業をする時にいつでも検索できるようになりました。
図面を検索する際、作業指示書に載っているバーコードから図面を検索しています。
今では作業者がタブレットで図面を呼び出して作業を行っています。



環境活動レポートを作成し公表する

•環境活動レポートは、社会的な説明責任に基づくもの〔社会的責務〕
であるとともに、組織への取組を推進し、組織が社会からの信頼を
得ていくために必要不可欠なもの

•作成にあたっては、必要な9項目を最小限とし、理解しやすいように
各社が工夫している

→ 環境活動レポート例 （４社の抜粋）

① 自社(仁張工作所)
② 西岡化建株式会社 〔防水工事･防食工事・塗床工事業〕

③ 株式会社KDP 〔総合人材サービス業〕
④ 上島珈琲貿易株式会社 〔コーヒー焙煎・卸、ｺｰﾋｰ専門店事業〕

19



株式会社 仁張工作所

環境活動レポート2017

期間：2016年12月21日～2017年12月20日
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6. 2017年度達成状況

6-1.環境目標達成状況

番号 計画項目 目標値 監視項目 個別目標値 実績 差異 判定

E-1

【CO₂の削減】

1.全ての排出量を月次で
把握し、改善に取り組む
(電気・ガス・車燃料)

2.ウォームビズ/クールビ
ズ

を推進する

原単位
392.5㎏-CO₂
（2012年度比

－8％）

電気（kg-CO₂) 302.5 379.4 ＋76.9

LPG（kg-CO₂） 59.8 77.4 ＋17.6

都市ガス（kg-CO₂） 6.9 7.1 ＋0.2

車燃料（kg-CO₂） 14.8 16.5 ＋1.7

灯油（kg-CO₂） 6.4 7.2 ＋0.8

合計原単位（kg-
CO₂）

390.4 487.6 ＋97.2
(+19.9％)

E-2

【産業廃棄物削減】

1.産棄物量を把握し
リサイクルを促進する

産業廃棄物の削減
原単位18.5㎏
（2012年度比

－8％）

総量 (kg) 32,640 18,760 -13,880

原単位（kg） 18.5 7.7 -10.8
（-58.0％）

汚泥・ｼﾝﾅｰ廃棄量削減
（2012年度比

－8％）

総量 (kg) 23,389 21,400 -1,989
(-8.5％)

2.紙リサイクル推進 12,000㎏/年 計画（㎏） 12,000 23,533 ＋11,533

3.新紙使用量の削減と
裏紙活用の最大化

紙購入量削減
原単位246.6枚
（2012年度比

－3％）

原単位（枚) 246.6 282.5 ＋35.9
(+14.6％)



7. マテリアルバランス
事業活動におけるマテリアルバランスは以下の通りです。

インプット

エネルギー
・電力 1,759,963kWh
・LPG 27,826ｍ³
・都市ガス 6,788ℓ
・ガソリン 6,356ℓ 
・軽油 10,643ℓ 
・灯油 6,356ℓ 
金属材料
・鉄板 2,519,210kg
・ステンレス板 122,800kg
・アルミ 8,000kg
化学物質
・溶剤塗料 19,497kg 
・粉体塗料 7,655kg 
・シンナー 150,059ℓ
水
・用水 3,847ｍ³ 

事業活動

営業

設計・開発

資材調達

製造

物流

出荷

アウトプット

二酸化炭素排出量 964,604kg
リサイクル
・鉄くず 476,110kg
・ステンレス 30,550kg
・アルミ 3,538kg
・段ボール、用紙類 25,341kg
・使用済みシンナー 21,400ℓ
廃棄物排出
産業廃棄物は、

塗装汚泥・廃プラ等の合計
・産業廃棄物 18,760 kg
・木くず 11,140 kg
排水 3,847 ㎥



9. 2017年度の取組み
9-1.塗装工程の前処理ラインの更新

2017年6月に塗装工程の前処理ラインをリニューアルしました。

塗装の前処理では、被塗装物の鋼板表面の汚れをとる脱脂洗浄と皮膜化成工程の処理が行われます。

前処理は被塗装物の防錆力や塗装の密着性を向上させるなど綺麗な塗装をする為の重要な工程です。

その設備を更新した事で、洗浄水使用量を減らし、塗装不良の削減に繋がりました。

また、幅と高さを100mm大きくした事で対応できる製品を増やしました。

設備の定期的なメンテナンスは生産性向上だけではなく品質と環境にもやさしい取組みです。



11. その他の取組み
11-1.消防訓練

2017年11月16日に消防訓練を実施しました。

消火器の使用方法
実 演

消火栓にホース
をつないで放水

初期消火係
による
消火の様子

身近な消火器
の場所を確認



11. その他の取組み
11-3.地域清掃活動（2017年6月）

恩智川沿いの道。
1年経つとこの辺りは草木が伸び放題です。

日差しが照りつける中、
草刈り・ゴミ拾いを行いました。
雑草は根がしっかりとしていて
力の要る作業でしたが、
作業の終わった後は、草が
通行の邪魔にならないくらい
スッキリとしていました。



11. その他の取組み
11-4.環境月間 環境ポスター・標語の募集

毎年6月5日は世界環境デーであり、6月は環境月間として定められています。

これにならい、仁張工作所でも環境月間では様々な活動をしています。

先ほどのページにて紹介した地域清掃活動も毎年行っている環境活動の一つです。

そしてもう一つの活動が環境ポスターと標語の募集です。

従業員の皆様より、環境ポスターや標語を作成してもらい、

環境に対する意識を高めてもらう取り組みです。

金賞ポスター

意識して
CO2CO2（コツコツ）運転

エコ運転

金賞標語

入賞ポスターを決める投票の様子
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第19回環境コミュニケーション大賞
環境活動レポート部門 優良賞受賞企業
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第20回環境コミュニケーション大賞
環境活動レポート部門 優良賞受賞企業
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第21回、第19回環境コミュニケーション大賞
環境活動レポート部門 優良賞受賞企業
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企業価値を高めるエコアクション２１へ

エコアクション２１ガイドライン〔2017〕の求める所
１．環境から環境経営ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑへ

２．事業者(代表者)の役割明確化
３．環境ﾃﾞｰﾀ自己ﾁｪｯｸ・提供・活用

４．社内・社外への環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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日本経済に占める中小企業の量的重要性
（2014年版中小企業白書）

企業数 従業者数
売上高
（法人のみ）

付加価値額
（法人のみ）

中小
企業

385.3万社
(99.7%)

3,217万人
（69.7%)

609.6兆円
(44.4%)

147.2兆円
(54.1%)

大企業
1.1万社
(0.3%)

1,397万人
(30.3%)

764.9兆円
(55.6%)

125.1兆円
(45.9%)

株式会社 仁張工作所 39



ま と め
Ｅ(環境）＞Ｑ(品質)・Ｃ(コスト)・Ｄ(納期)・Ｓ(安全)

『品質がよくなれば、環境にも優しくなる』

中小企業ができるプラスワンから社会貢献

地球環境維持改善は一社だけではできない

「環境」を”環境“としてみるのではなく、
事業の継続的な改善活動の成果と捉える
ことで有効な環境経営活動になる
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ご静聴ありがとうございました


